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受賞作品が決定!

最優秀賞

角田良江さん
（いわき市）

伝統を継ぐ

田子保浩さん（いわき市）春色

優秀賞（玉川村長賞）

近藤広章さん
（白河市）

夏の宴

優秀賞
（玉川村商工会長賞）

　

玉
川
村
の
魅
力
発
見
と
、
村
に
足
を

運
ぶ
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
、『
里
山
の

四
季
〜
た
ま
か
わ
』を
テ
ー
マ
に
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

玉
川
村
の
自
然
や
風
景
、
人
々
の
暮

ら
し
な
ど
を
題
材
に
、
村
内
外
か
ら
計

１
６
６
点（
応
募
者
数
78
名
）の
ご
応
募

を
頂
き
ま
し
た
。
ご
応
募
頂
い
た
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

３
月
８
日
に
行
わ
れ
た
審
査
会
に
お

い
て
受
賞
作
品
が
決
定
し
、
最
優
秀
賞

に
は
、
角
田
良
江
さ
ん
の
作
品「
伝
統
を

継
ぐ
」が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

各
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

入
賞
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、

玉
川
村
の
Ｐ
Ｒ
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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添田亀明さん（玉川村）
晩秋の中村池

柏舘光子さん（いわき市）
桜彩日和

池上和夫さん（郡山市）
春の日差しに誘われて

松井要三さん（須賀川市）
僕も仲間だよ

大野左源治さん（玉川村）
仲良し

佐藤源策さん
（郡山市）

東野清流の秋
影山藤一郎さん
（郡山市）

可愛いよ

小田島守明さん（郡山市）
激流の乙字ヶ滝

小原和幸さん（須賀川市）
カワセミ親子

柏舘健さん（いわき市）
笑顔の収穫

矢作武一さん（古殿町）静寂

優秀賞（福島民友新聞社賞）

橋本光夫さん（郡山市）まなざし

優秀賞（福島民報社賞）

入選

佳作 こども賞
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（単位：千円）

区　　分 平成 30年度
当初予算額

平成 29年度
当初予算額 増　減　額

議 会 費 76,953 79,146 ▲ 2,193

総 務 費 611,904 516,738 95,166

民 生 費 872,459 910,637 ▲ 38,178

衛 生 費 395,781 417,847 ▲ 22,066

労 働 費 95 105 ▲ 10

農林水産業費 410,058 460,189 ▲ 50,131

商 工 費 67,351 69,047 ▲ 1,696

土 木 費 259,017 285,778 ▲ 26,761

消 防 費 219,805 185,652 34,153

教 育 費 530,869 341,784 189,085

災 害 復 旧 費 3 3 0

公 債 費 378,325 374,724 3,601

そ の 他 13,380 18,350 ▲ 4,970

歳 出 合 計 3,836,000 3,660,000 176,000

（単位：千円）

区　　分 平成30年度
当初予算額

平成29年度
当初予算額 増 減 額

村 税 707,545 720,772 ▲ 13,227

自
主
財
源

使用料・手数料 48,453 46,573 1,880

繰 入 金 371,302 212,602 158,700

繰 越 金 80,000 50,000 30,000

そ の 他 122,634 125,284 ▲ 2,650

地 方 譲 与 税 52,643 52,252 391

依
存
財
源

各 種 交 付 金
(地方特例交付金含む） 127,510 117,001 10,509

地 方 交 付 税 1,248,553 1,413,107 ▲ 164,554

国 庫 支 出 金 360,009 359,874 135

県 支 出 金 337,351 363,735 ▲ 26,384

地 方 債 380,000 198,800 181,200

歳 入 合 計 3,836,000 3,660,000 176,000

　歳入の予算額で昨年度と比較して主に増額となるのは、財政調整積立金繰入金等に係る繰入金が3億7,130万2千
円で74.6％増、地方消費税交付金等に係る各種交付金が1億2,751万円で9.0％増、公共施設等適正管理推進事業債
等に係る地方債が3億8,000万円で91.1％増となっております。
　一方、減額となるのは、固定資産税の減により村税が7億754万5千円で1.8％減、普通交付税の減により地方交
付税が12億4,855万3千円で11.6％減、森林再生事業等に係る県支出金が3億3,735万1千円で7.3％減となって
おります。

村税
18.4%

使用料・手数料1.3%

村民一人あたりの予算 575,803円

総務費

繰入金9.7%

繰越金2.1%

地方交付税
32.5%
地方交付税
32.5%

県支出金8.8%

地方債
9.9%

国庫支出金
9.4%

地方譲与税1.4%

歳 入

各種交付金（地方特例交付金含む）
3.3%

その他3.2%

自主財源
34.7%

依存財源
65.3%

納める村税相当額

【内訳】
①市町村民税    40,331円
②固定資産税    52,182円
③軽自動車税      3,612円
④市町村たばこ税    10,058円

106,183円

91,850円

役場庁舎管理・税金の
徴収・戸籍関係

民生費

130,960円

児童・高齢者・障がい
者福祉関係

衛生費

59,409円

健康増進・予防接種・
除染対策・ごみ処理等

農林水産業費

61,552円

農業・林業の振興関係

6,662人

消防費5.7%

商工費1.8%

議会費2.0%労働費・災害復旧費・
その他0.3%

土木費6.8%土木費6.8%

民生費
22.7%
民生費
22.7%

教育費
13.8%
教育費
13.8%

衛生費
10.3%

総務費
16.0%

農林水産業費
10.7%

公債費
9.9%

歳 出

土木費

38,880円

道路整備・公営住宅等
消防費

32,994円

消防・防災に係る費用
教育費

79,686円

幼小中学校経費・公民
館関係

公債費

56,788円

村債の元金・利子
その他

13,560円

議会費・予備費等
商工費・ 労働費

10,124円

商工業・観光等

歳出 歳入

一般会計当初予算総額 38億3,600万円
平成30年度　当初予算のあらまし

あ
　
す

　平成30年度の玉川村予算が、３月定例議会において可決決定されました。
　一般会計は、前年度よりも1億7,600万円増となる38億3,600万円となり、特別会計を含めた総予
算額は、59億2,300万円となっています。
　平成30年度予算の概要についてお知らせします。

■
平
成
30
年
度
施
政
方
針

〈
平
成
30
年
3
月
定
例
議
会
よ
り
抜
粋
〉

　
本
村
で
は
、
第
６
次
玉
川
村
振
興
計

画
に
お
い
て「
村
民
と
共
に
歩
み
育
む

　
心
豊
か
な
村
づ
く
り
」を
基
本
理

念
に
、『
未
来
が
輝
く
村
づ
く
り
”元

気
な
“
た
ま
か
わ
』を
目
指
し
、「
皆
で

支
え
あ
う
福
祉
の
村
づ
く
り
」「
環
境
に

や
さ
し
い
安
全
・
便
利
な
村
づ
く
り
」

「
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り
」「
人
を
育
む

村
づ
く
り
」「
交
流
と
協
働
の
村
づ
く

り
」の
５
つ
の
基
本
目
標
の
も
と
、
主

要
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
効
率
的
な
運
営
を
図

る
た
め
、
事
業
の
緊
急
性
や
後
年
度
負

担
、
費
用
対
効
果
等
を
十
分
精
査
し
た

う
え
で
予
算
を
編
成
し
、
一
般
会
計
当

初
予
算
総
額
は
、対
前
年
比
で
１
億
７
、

６
０
０
万
円
、
４
・
８
％
増
と
な
る
38

億
３
、
６
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、

国
の
政
府
予
算
案
や
地
方
財
政
計
画
、

県
の
予
算
編
成
指
針
、
更
に
は
景
気
動

向
に
留
意
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
等

を
行
い
編
成
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
挙
げ

ら
れ
る
よ
う
、
様
々
な
方
法
を
模
索
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　歳出の予算額で昨年度と比較して主に増額となるのは、地方創生事業等に係る総務費が 6 億 1,190 万 4 千円で
18.4％増、消防車両購入等に係る消防費が 2 億 1,980 万 5 千円で 18.4％増、須釜公民館トイレ等改修事業等に係
る教育費が 5億 3,086 万 9千円で 55.3％増となっております。
　一方、減額となるのは、国民健康保険特別会計繰出金等に係る民生費が 8 億 7,245 万 9 千円で 4.2％減、森林
再生事業等に係る農林水産業費が 4億 1,005 万 8 千円で 10.9％減、道路等側溝堆積物撤去事業等に係る土木費が
2億 5,901 万 7千円で 9.4％減となっております。

平成30年4月1日現在　現住人口
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平成30年度基本方針に係る主な事業平成30年度基本方針に係る主な事業平成30年度基本方針に係る主な事業

東日本大震災復旧・復興支援事業

特別会計の状況

合　　　　　計

国民健康保険特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

農業集落排水事業特別会計

745,061
564,410
59,291
271,767
212,507
234,375
2,087,411

会　　計　　名 当初予算額

1,002,856
537,204
50,705
145,793
219,429
281,066
2,237,053

▲257,795
27,206
8,586

125,974
▲6,922
▲46,691
▲149,642

当初予算額 増減額

1 皆で支えあう福祉の村づくり 952,171千円
①健康づくり推進事業　②健康ウォーキング事業　③たまかわっ子誕生祝金支給事業

④たまかわっ子子育て支援給付金支給事業　⑤こども医療費助成事業　⑥子育て世代包括支援事業

⑦子ども子育て支援事業　⑧障害福祉サービス事業 

2 環境にやさしい安全・便利な村づくり 1,013,179千円
①定住促進事業　②地域公共交通網形成計画策定事業　③社会資本整備総合交付金事業　

④消防車両・小型ポンプ更新事業　⑤消防屯所建築事業　⑥放射性物質簡易検査事業

3 活力ある村づくり 385,023千円
①加工施設運営事業　②道の駅販売力強化事業　③米の全袋検査推進事業　④さるなしサミット事業

⑤森林再生事業　⑥賑わい創出事業　⑦観光物産協会運営支援事業　⑧大学連携事業

4  人を育む村づくり 275,480千円
①中学校統合事業　②中学校情報機器更新事業　③大学連携事業【再掲】　④日華親善友好30周年記念事業

⑤村民の翼事業（福島空港開港25周年事業）　⑥中学生国内研修事業

5 交流と協働の村づくり 549,624千円
①コミュニティ助成事業　②地域おこし協力隊起業家支援事業　③地域交流活性化事業

④ふるさと納税支援事業

174,475千円
①帰還環境整備事業　②米の全袋検査推進事業【再掲】　③さるなしサミット事業【再掲】

④森林再生事業【再掲】　⑤放射性物質簡易検査事業【再掲】　⑥特産品等風評被害払拭事業

地方創生関連事業

①たまかわっ子誕生祝い金支給事業【再掲】

②定住促進事業【再掲】

③大学連携事業【再掲】

④道の駅販売力強化事業【再掲】

⑤6次化商品販路開拓PR事業

⑥賑わい創出事業【再掲】

※下線は新規事業

平成30年度 平成29年度

収益的

資本的
上水道事業会計

（単位：千円）101,169千円
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総
務
課

▼
財
政
係
長
兼
管
財
係
長

【
税
務
課
主
任
】　　

多
田　

義
博

住
民
課

▼
課
長

【
議
会
事
務
局
長
】　

須
釜　

信
一

▼
課
長
補
佐
兼
住
民
係
長
兼
環
境

衛
生
係
長

【
地
域
整
備
課
課
長
補
佐
兼
管
理

係
長
】　　
　
　
　

 

小
針　

武
彦

税
務
課

▼
課
長
兼
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長

【
教
育
委
員
会
教
育
課
長
】

溝
井　

浩
一

▼
主
事

【
総
務
課
主
事（
福
島
県
派
遣
）】

大
野　

正
博

健
康
福
祉
課

▼
課
長
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
長

【
住
民
課
長
】　　
　

矢
部　

玄
幸

▼
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

【
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係
長
兼

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
兼

主
任
保
健
師
】　 

塩
澤　

美
代
子

▼
主
事【
地
域
整
備
課
主
事
】

　
　
　
　
　
　
　

大
和
田　

宏
樹

産
業
振
興
課

▼
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長

【
産
業
振
興
課
主
任
主
査
兼
商
工

観
光
係
長
兼
空
港
交
流
係
長
】

　
　
　
　
　
　
　
　

小
針　

達
夫

▼
商
工
観
光
係
長
兼
空
港
交
流
係
長

【
総
務
課
財
政
係
長
兼
管
財
係
長
】

　
　
　
　
　
　
　

   

野
崎　

智
之

▼
主
査

【
健
康
福
祉
課
主
査
】

　
　
　
　
　
　
　
　

江
藤　

貴
浩

▼
主
事

【
公
民
館
主
事
】      

中
田　

峻
之

地
域
整
備
課

▼
課
長
補
佐
兼
下
水
道
係
長

【
地
域
整
備
課
主
任
主
査
兼
建
設

係
長
兼
下
水
道
係
長
】　 高

林　

浅
輝

▼
建
設
係
長
兼
管
理
係
長

【
公
民
館
公
民
館
係
長
】　 

小
原　

幸
春

▼
主
事

【
産
業
振
興
課
主
事
】

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

将
史

議
会
事
務
局

▼
議
会
事
務
局
長

【
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
兼
地
域
・

農
業
振
興
係
長
】　　

塩
田　
　

敦

教
育
委
員
会

▼
課
長

【
総
務
課
付
課
長（
社
会
福
祉
協

議
会
派
遣
）】　　

  

塩
澤　

理
博

公
民
館

▼
館
長
補
佐

【
住
民
課
課
長
補
佐
兼
住
民
係
長

兼
環
境
衛
生
係
長
）】

　
　
　
　
　
　
　
　

溝
井　

康
夫

▼
公
民
館
係
長

【
産
業
振
興
課
主
査
】　　
　

上
野　

竜
弥

総
務
課
付
派
遣

玉
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

▼
主
事

【
総
務
課
主
事
】  

大
和
田　

法
子

退
職【
３
月
3
1
日
付
】

▼
本
田　

吉
和

【
参
事
兼
税
務
課
長
】

▼
永
林　

正
典

【
参
事
兼
健
康
福
祉
課
長
】

再
任
用【
４
月
１
日
付
】

▼
教
育
委
員
会
専
門
員

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

枝
美
子

　

愛
知
県
か
ら
参
り
ま
し
た
、
田

中
優
華
で
す
。
今
回
、
小
学
校
の

英
語
学
習
指
導
員
と
し
て
玉
川
村

で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
S
u
s
s
e
x
大
学
の
大

学
院
、
英
会
話
講
師
、
民
間
企
業

の
国
内
・
海
外
営
業（
法
人
）を
経

て
、
こ
の
度
玉
川
村
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
英
語
指
導
を
担

当
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

自
分
自
身
の
人
生
を
豊
か
に
し

て
く
れ
た
英
語
の
楽
し
さ
を
一
人

で
も
多
く
の
子
供
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
英
語
学
習
に
力

を
入
れ
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

村
職
員
の
人
事
異
動

　

村
職
員
人
事
異
動
が
、
４
月
１
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
異
動
の

あ
っ
た
職
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。【　

】内
は
旧
所
属
・
職
名
で
す
。

玉川村

地
域
お
こ
し

協
力
隊
紹
介

住
民
の
み
な
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

工
藤
副
村
長
が
3
月
31
日
付
け

で
退
任
し
、
新
た
に
川
俣
基
氏

（
43
歳
・
前
福
島
県
職
員
）が
選
任

さ
れ
、
４
月
２
日
、
就
業
改
善
セ

ン
タ
ー
で
選
任
書
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

川
俣
副
村
長
は
、
４
月
1
日
か

ら
４
年
間
の
任
期
と
な
り
ま
す
。

　
「
皆
様
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

実
感
い
た
だ
け
る
よ
う
、
魅
力
あ

る
村
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
と

お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。」

副
村
長
に
川
俣
氏川俣　基副村長

田中優華
ゆ    か

もとい
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　3月11日、岩法寺地区において、伝統行事の団子まき・
数珠繰りが行われました。
　これは、地域の歴史を子どもからお年寄りまでみん
なで学び、一緒に伝統行事を体験することで、地域住
民の交流と伝統行事の継承を行っています。
　当日は、区民ら約60名が参加し、岩法寺農業構造改
善センターで団子を丸めた後、白華山巌峯寺において、
数珠繰りと団子まきを行い、家内安全や五穀豊穣、無
病息災を願いました。

無病息災を願って

さるなしドリンクを手に笑顔の園児たち

輪になり念仏を唱えながら数珠をまわします

　

さ
る
な
し
の
知
名
度
ア
ッ
プ
の
た

め
、
3
月
7
日
を「
さ
る（
３
）な
し（
７
）

の
日
」と
し
、
村
内
の
認
定
こ
ど
も
園
、

小
中
学
校
、
石
川
支
援
学
校
た
ま
か
わ

校
へ
、
子
ど
も
た
ち
に
親
し
み
の
あ
る

「
さ
る
な
し
ド
リ
ン
ク
」6
、0
0
0
本

が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
こ
ど
も
園
た
ま
か
わ
ク
ッ
ク
の

森
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は「
株
式
会

社
こ
ぶ
し
の
里
」の
代
表
取
締
役（
村

長
）か
ら
年
長
組
の
代
表
者
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

特
産
品
を
も
っ
と
身
近
に

さ
る（
３
）な
し（
７
）の
日

　

３
月
10
日
、
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
玉

川
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
で
活
動
し
て
い
る
、
荻
野
さ
ん
、

大
羅
さ
ん
、
宇
都
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
、
平
成
29
年

度
を
も
っ
て
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
を
満

了
す
る
荻
野
さ
ん
か
ら
は
、
3
年
間
の
総

括
と
し
て
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
村
内
は
も
と
よ
り
、
他
市

町
村
で
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
方

な
ど
多
く
の
方
が
来
場
し
、
3
名
の
発
表

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

玉
川
村
を
元
気
に
し
た
い

　３月21 日、関根ミツさん（北須釜）が満百歳の誕生日
を迎えられました。
　23 日には「百歳賀寿贈呈式」が行われ、村長から県
知事賀寿と記念品の「会津塗木杯」が伝達され、続いて
村長賀寿と特別祝金が贈られました。
　関根さんの元気の秘訣は、自分で出来ることは何で
も自分でやることだそうです。

関根ミツさん百歳賀寿

百歳おめでとうございます

玉川村での３年間を振り返る荻野さん

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

賀寿を迎え笑顔の関根さん

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

「団子まき・数珠繰り」
じゅず　　く
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TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

　3月22日、福島大学の学生による、平成29年度の
事業成果報告会が、旧四辻分校で開催されました。
　報告会では、学生たちが地区の住民へのヒアリング
から得た地域振興の方向性や、交流人口拡大に向けた
ターゲット層のほか、地域資源の再認識と活用のため
村外に住む学生の目線で調査・発掘された資源をもとに
試作されたイラストマップなどが発表されました。

感謝状を手にする各行政区長

　

石
川
地
区
交
通
安
全
協
会
よ
り
４
月

５
日
に
、
新
入
学
児
童
へ「
交
通
安
全

グ
ッ
ズ
」が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
交
通
安
全
協
会
長
の
大
竹
洋
さ
ん

（
小
高
）ら
が
村
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、

玉
川
第
一
小
学
校
・
須
釜
小
学
校
の
新

入
学
児
童
51
名
分
の
交
通
安
全
グ
ッ
ズ

を
鈴
木
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
大

竹
さ
ん
は「
子
ど
も
達
が
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
み
ん
な
で
気
を
付
け
て

ほ
し
い
」と
交
通
安
全
を
願
っ
て
い
ま

し
た
。 「

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
」寄
贈

平
成
２９
年
度
区
長
会

新
一
年
生
の
交
通
安
全
を
願
い

教育長に交通安全グッズを手渡す役員の皆さん

大学連携事業報告会

　

３
月
23
日
、
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広
で

平
成
29
年
度
最
後
の
区
長
会
が
開
か

れ
、
村
長
よ
り
区
長
一
人
ひ
と
り
に
感

謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ

い
た
各
行
政
区
長
の
み
な
さ
ん
、
一
年

間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

各
行
政
区
長
に

感
謝
状

地域の魅力を再認識

　玉川村消防団四辻分団屯所が完成し、3月 30 日に
引渡式が行われ、村長から四辻新田区長に引き渡され
ました。
　引き渡しに先立ち、24日には区役員や分団員を対象
とした内覧会が開かれ、新築された屯所に、団員らは
地域の防火・防災への誓いを新たにしました。
　新しい屯所は木造 2 階建てで、１階は車庫、２階は
待機室が設けられており、地域防災の拠点として利用
されます。

四辻分団屯所完成

地域の防火・防災拠点が完成

新築された四辻分団屯所

成果報告をする福島大学の学生
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３月１３日の泉・須釜両中学校の卒業式を皮切りに、村内の各小学校やこども園で卒業式、
卒園式が行われ、仲間とともに学び、思い出の詰まった学び舎を巣立っていきました。

思い出いっぱいの学び舎を後に。 卒業
で卒業式、
た。

認定こども園
たまかわ
クックの森

須釜中

泉中

須釜小

玉一小

10

TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA



春は新たな出会いの季節。村内の小中学校やこども園で入学式、入園式が挙行され、
子どもたちの生活がスタートしました。

夢と希望を胸に新たな旅立ち入学

認定こども園
たまかわ
クックの森

須釜中

泉中

須釜小

玉一小
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TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

　4月 3日、春の薬師尊大祭が行われ、東福寺（南須釜）
境内で、地区内の小学生以下の女児による、伝統の念仏
踊りが奉納されました。
　手笠に手甲、脚絆を身にまとった少女たちの舞に、会場
は華やかな雰囲気に包まれていました。
　当日は、県内外から多くの観客が訪れ、眼前のシャッター
チャンスを逃すまいと、華麗な舞に夢中になっていました。

伝統の華麗な舞を奉納

伝統を継ぐ少女たちの舞

南須釜の念仏踊り

　

３
月
24
日
、
25
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
村
民
グ
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
、
泉
中

グ
ラ
ン
ド
、
須
釜
中
グ
ラ
ン
ド
の
３
会

場
に
お
い
て「
第
７
回
玉
川
ラ
イ
オ
ン

ズ
杯
中
学
野
球
大
会
」が
開
催
さ
れ
、

近
隣
市
町
村
か
ら
16
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
須
釜
中
野
球
部
の
我

妻
来
飛
主
将
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
大

会
の
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

冬
期
間
の
練
習
成
果
を
試
す
大
会
と

あ
っ
て
、
緊
張
し
な
が
ら
も
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

玉
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
中
学
野
球
大
会

球
春
到
来
！

　昨年の１０月から進められていた「道の駅たまかわ」の
改修工事が完了し、３月29日に引渡式が行われ、受注
業者から村長へ施設の鍵等が手渡されました。
　今回の改修により、農産物加工施設と生産物直売所
が増築され、収益力の向上を図るとともに、道の駅た
まかわのトイレも新築され、ドライバーの休憩場所や
地域の人・モノの交流拠点として生まれ変わりました。

農産物の付加価値向上に
道の駅たまかわ改修

泉中の試合の様子

福島空港開港 25周年記念

１０：００～１６：３０

その他イベント盛りだくさん!!

福島空港ターミナルビル、
国際貨物施設ほか

問い合わせ：福島空港祭実行委員会　☎57－1650　㈱福島エアポートサービス内

ウルトラ

ヒーローショー
大道芸
パフォーマンス

クックちゃん

ふわふわ遊具

35月 日木

会場
ウウルトラ 大大道芸 クックちゃんクックちゃ

2018 春の福島空港まつり2018春の福島空港まつり

改修を終えた道の駅たまかわ
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健健 だより健 だより健

けんこう

だより幸幸幸幸

　念願だったコミュニティサロンが遂にできました。地域お
こし協力隊は現在に至るまで、地域の様々なイベントや行事
に数多く参加させていただきました。地域おこし協力隊になっ
て1年半が経過し、これからは地域おこし協力隊がイベント
の企画や立案をしていこうと考えています。
　その第一弾として、地域の人達が気軽に立ち寄れるスペー
スとして役場のすぐ近くにサロンをオープンしました。
　４月から毎週金曜日の午前中にお茶のみをしたり、気軽に
話ができるスペースとして開放しています。
　是非一度、僕たち協力隊とお話をしましょう！ お待ちして
います♪

●高齢者運動サロン情報
　岩法寺地区サロンは、クックちゃん体操を運動が始まる前
のウォーミングアップとして行っています。運動だけではなく、
互いのコミュニケーションを図るために、レクリエーションやグループワーク活動も行っています。
　とっても素敵なサロンです。詳細は村保健センターまでお問い合わせください。

Pep Up Tamakawa!
～ たまかわを元気に ～

▶在職先：村保健センター　☎37-1024　取材：地域おこし協力隊　大羅
■岩法寺地区サロン　場所：岩法寺農業構造改善センター　日時：毎週火曜日　13：30 ～15：00

地域おこし協力隊「おこし隊の駅」オープン！

地域おこし協力隊健康づくり支援
隊員の大羅将が、運動教室や各地
区の運動サロンなどの健康情報を
お伝えします。

五感を使った食事五感を使った食事

▶健康に関する問い合わせ先：村保健センター　☎３７－１０２４

　五感はそれぞれ独立しているのではなく、互いに引き立てあっています。“おいしい”という感覚
はただ味覚だけで感じ取るのではなく「色を見る」「食べる時の音を聞く」「匂いを嗅ぐ」「舌で触る」
など、人が持っている感覚を全部使って感じとっています。
　特に味覚と嗅覚には密接な関係があります。風邪をひいて鼻が詰まると食べ物の味が感じにく
くなることはありませんか。これは、嗅覚が鈍くなるからです。普段何気なく使っている感覚ですが、
何か一つ使えなくなると、どれだけ五感を使って食事をしていたかがわかります。見て・聞いて・
嗅ぎ・味わい・感じるを大切にして、毎日の食事をおいしく食べませんか。

管理栄養士より

〔視覚〕……食べ物の色、つや、姿、形、盛り付けを目で味わう。
〔聴覚〕……煮る、焼く、揚げる、切る音。歯触りや歯ごたえのある音。
〔嗅覚〕……食材の香り。台所や食卓での料理のおいしそうな匂い。
〔味覚〕……甘い、辛い、すっぱい、苦い、しょっぱいなど、多種多様なうまみを味わう。
〔触覚〕……切る、こねる、盛り付けるなど。また、口の中での舌触りや温度などを感じる。

。

　生活の中で五感を意識することはありますか？五感とは視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚の５つの感覚
のことです。私たちは、自分たちが思っている以上に食べることも五感に大きな影響を受けています。
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　74歳、ひとり暮らしの桃子
さん。結婚を3日後に控えた
24歳の秋、故郷を飛び出した
桃子さん。身ひとつで上野駅
に降り立ってから50年――住み込みのアルバイ
ト、周造との出会いと結婚、二児の誕生と成長、
そして夫の死。捨てた故郷、疎遠になった息子
と娘、そして亡き夫への愛。震えるような悲し
みの果てに、桃子さんが辿り着いたものとは…

、・・ ”“地域包括支援センターは、・・こんなところ”

【介護等に関する相談は・・】
村保健センター　☎37-1024　　地域包括支援センター（ふれあいセンター内）　☎57-4620

　地域包括支援センターは、玉川村ふれあいセンター内に設置されています。
高齢者の暮らしを支える専門スタッフがそろい、地域に住む皆さんのいろいろな相談や手続き、交流、
社会参加など様々な活動の窓口となっています。

　日本が少子高齢社会であることはも
はや常識だが、その怖さを具体的に意
識できている人がどれだけいるだろ
う。2017 年 4 月に公表された 5 年ぶりの最新データを
駆使した本は、これが初！
　例えば 2020 年女性の過半数が 50 歳以上となり、出産
可能な女性数が大きく減るなど。将来推計人口のデータは
確度の高さで知られており、現実的な予測だという。これ
からの日本社会・日本経済を真 に考えるうえでの必読書 !

未来の年表　人口減少の
日本でこれから起きること
河会　雅司　著

おらおらでひとりいぐも
若竹　千佐子　著

こどもの読書週間　　４月 23日～５月 12日
　子どもたちにもっと本を、もっと読む場所をとの願いから「こどもの読
書週間」は1959年（昭和34年）に誕生しました。幼少の時から書物に親
しみ、読書の喜びや楽しみを知り、ものごとを正しく判断する力をつけて
おくことが、子どもたちにとってどんなに大切なことか。また、大人にとっ
ても子どもの読書の大切さを考えるとき、それが「こどもの読書週間」です。
　クックちゃん文庫では、親子で読もう「絵本作家のぶみ」のママシリー
ズと子育て本のコーナーを設けて、皆様のご利用をお待ちしております。

介  護介  護
知っとこ

介護や健康のことさまざまな相談ごと

◆高齢者に関する様々な相談を受け付けます。
　・一人暮らしが不安
　・家族の介護が必要になったら、どうしたら良いか・・・
　・介護サービスを受けたい
　※必要に応じて高齢者のお宅を個別訪問し、どのよ
うな支援が必要かを把握し、適切なサービスにつ
なぎます。

地域包域 センンタン はは地域包括支援センタ は
高齢者の暮らしを支える総合窓口高齢者の暮らしを支える総合窓口

◆高齢者のお宅を訪問
し、足腰が弱かったり、
もの忘れが進み、介護
が必要となる可能性が
高い人に対して、予防
するためのプログラム
を勧めます。

　その他、認知症普及啓発のため「認知症サポーター養成講座」や「傾聴ボランティアの派遣調整」等
も行っています。
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★今月の新着オススメ本 【クックちゃん文庫（公民館内）☎57－4632】

お 知 ら せクックちゃん文庫から



念仏踊りより（4月3日）

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
委
員

と
し
て
、
眞
弓
好
司
さ
ん（
蒜
生
）

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。　

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
国
の
仕
事

を
始
め
、
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に

つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受

け
付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機

関
等
と
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の
解

決
を
促
進
す
る
よ
う
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　

５
月
１
日（
火
）か
ら
31
日（
木
）

ま
で
の
１
か
月
間
は「
福
島
さ
わ
や

か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と

な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
相
談
員
は
い

つ
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
期
間
中
は
次
に

よ
り
相
談
会
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
会　

▼
日
時
及
び
場
所

　

５
月
31
日（
木
）

・
午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

　

役
場
北
庁
舎
１
階
会
議
室

・
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

須
釜
公
民
館
１
階

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

総
務
係

　

☎
５
７
ー
４
６
２
１

　

福
島
県
で
は
、
交
通
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
請
求
や
示
談
な
ど
に

つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

▼
相
談
場
所

　

福
島
県
庁　

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
福
島
市
杉
妻
町
２
ー
16
本
庁
舎
２
階
）

▼
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
巡
回
相
談
会

　

交
通
事
故
相
談
員
が
、
県
内
の

合
同
庁
舎
に
出
向
き
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
予
約
受
付
先

　

福
島
県
庁
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
２
４
ー
５
２
１
ー
４
２
８
１

　

福
島
県
で
は
、
県
政
に
関
す
る

相
談
や
要
望
、
ま
た
は
県
民
生
活

に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

▼
相
談
場
所

　

福
島
県
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー
及
び

　

各
合
同
庁
舎
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

▼
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
県
政
相
談
専
用
電
話
等

　

福
島
県
庁
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
１
２
０
ー
８
９
９
ー
７
２
１

　
　

kenseisoudan@

　
　

pref.fukushim
a.lg.jp

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、

借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
方
々
か
ら

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
金

問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
解
決

で
き
ま
す
。
秘
密
厳
守
、
相
談
無

料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
理
財
課

　

☎
０
２
４
ー
５
３
３
ー
０
０
６
４

　
（
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
）

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相
続
、

遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁
判
、

成
年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相
談

開
催
日
：
５
月
17
日（
木
）

時　

間
：
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場　

所
：
須
賀
川
市
中
央
公
民
館

　
　
　
　
２
階　

Ｏ
Ａ
研
修
室

（
須
賀
川
市
八
幡
町
１
３
４
番
地
）

※

事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
最
寄
り
の
相
談
員
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
い

た
し
ま
す
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜

　

金
曜
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分
、

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

☎
０
１
２
０
ー
８
１
ー
５
５
３
９

お
知
ら
せ

Information

○総　務　課
　　５７－４６２１

○住　民　課
　　５７－４６２４

○須 釜 支 所
　　５７－２０６１

○税　務　課
　　５７－４６２２

○会　計　室
　　５７－４６２５

○健康福祉課
　　５７－４６２３

○保健センター
　　３７－１０２４

○産業振興課
　　５７－４６２７
　　５７－４６２９

○農業委員会
　　５７－４６２８

○地域整備課
　　５７－４６２６
　　５７－４６３１

○議会事務局
　　５７－４６３０

○教育委員会
　　５７－４６３３

○公　民　館
　（文化体育館）
　　５７－４６３２

福
島
さ
わ
や
か

行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

交
通
事
故
相
談
の
お
知
ら
せ

白
河
司
法
書
士

無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

「
多
重
債
務
相
談
窓
口
」の

ご
案
内

玉川村の
行政相談委員

眞弓好司さん
（蒜生）

☎５７-３７３５

県
政
相
談
の
お
知
ら
せ
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育児産後出産

玉川第一小学校卒業式より（３月23日）須釜小学校卒業式より（３月23日）

子育て世代包括支援センター
妊娠・出産・子育てを切れ目なくサポート を開設します！を開設します！
　平成30年４月から、玉川村保健センター内に「子育て世代包括支援センター」を設置し、妊娠・出
産期から子育て期にわたるまでのさまざまな相談に応じ、関係機関と連携して子育てを支援します。

♡子育てに関するさまざまな悩み♡

♡切れ目のない、きめ細やかな支援♡

母子健康手帳の交付

各種乳幼児健康診査

育児相談

離乳食教室

すくすくクラブ

ベビーマッサージ教室

妊娠届出
時の相談

産後
ケア

産後
健診

新生児
乳児訪問

各種
予防接種

妊婦訪問

妊娠健康
検査

▶問い合わせ先　☎37－1024
　　　　　　　玉川村大字小高字中畷 16－1
▶開 設 時 間　平日午前８時 30分～午後５時15分（土・日・祝祭日・年末年始は休み）
▶ス タ ッ フ　保健師・栄養士・助産師

初めての妊娠で
何かと不安

離乳食を
食べてくれない

高齢妊娠なので
不安

１時間おきに
夜泣き
くたくたで
つらい

相談

支援

妊娠

保健師・助産師
栄養士など

子育て世代包括支援センター（村保健センター内） お気軽に
ご相談ください！
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　赤ちゃんの体重測定や育児相談、
産後の体調相談、母子保健サービ
スの紹介をします。

村で行っている子育てに関するサポート、手当や助成制度などをお知らせします。

ご存知ですか？ 子育て情報ご存知ですか？ 子育て情報ご存知ですか？ 子育て情報ご存知ですか？ 子育て情報

たまかわっ子子育て支援給付金たまかわっ子子育て支援給付金たまかわっ子子育て支援給付金
●支給要件
①保護者が３歳未満の児童を養育していること。
②保護者が村に住所登録されており、継続して１年
以上本村に住所を有すること。
③保護者が、村税等の未納がないこと。
●給付金の額（月額）
　児童１人あたり 5,000 円

こんにちは赤ちゃん訪問こんにちは赤ちゃん訪問こんにちは赤ちゃん訪問

　4～５か月の赤ちゃんがいる保
護者を対象に赤ちゃんの食事と栄
養についてのお話をしています。

離乳食教室離乳食教室離乳食教室

　３・４か月児健診、９・10か月
児健診、１歳６か月児健診、３歳
児健診を実施しています。

乳幼児健診乳幼児健診乳幼児健診

　１歳児の保護者を対象に相談会
を実施しています。

1 歳児バースデー健診1歳児バースデー健診1歳児バースデー健診

　0歳児～入園前までの乳幼児と
保護者のための交流の場です。親
子で楽しく遊ぶ事業を月に１回実
施しています。

すくすくクラブすくすくクラブすくすくクラブ

　乳幼児と保護者を対象としてお
子さんとの愛着形成やリラクゼー
ションを目的に年３回実施します。

ベビーマッサージ教室ベビーマッサージ教室ベビーマッサージ教室

　乳幼児健診のほかに、2歳児
４歳児の歯科クリニックを実施
しています。

歯科クリニック歯科クリニック歯科クリニック

たまかわっ子誕生祝金たまかわっ子誕生祝金たまかわっ子誕生祝金
●支給要件
①子どもの誕生前、引き続き１年以上玉川村に住所
を有し、現に居住していること。
②子どもの誕生後、引き続き３か月以上玉川村に住
所を有していること。
③第２子以降については、生計を一にする18歳以
下の兄姉が同居していること。
④保護者が、村税等の未納がないこと。
●祝金の額
　第１子:10万円、第２子:20万円、第３子以降:50万円

児童手当児童手当児童手当
●支給要件
　中学校卒業までの児童を養育している方。
●支給額（１人あたりの月額）
□３歳未満……………一律 15,000 円
□３歳以上小学校修了前…10,000 円
　※第３子以降は 15,000 円
□中学生………………一律 10,000 円

こども医療費助成金こども医療費助成金こども医療費助成金
●助成対象
　村内に在住する新生児から高校３年生までの子ども
●助成金の額
　医療費全額（保険診療分の自己負担額）
●申請期間　診療日から５年以内

▶ 問い合わせ先　村健康福祉課　☎５７-４６２３
▶問い合わせ先
　村保健センター　☎３７-１０２４

玉川第一小学校入学式より（4月6日）須釜小学校入学式より（4月6日）
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▶ 問い合わせ先　郡山年金事務所　☎024-932-3434　村住民課　☎57-4624

泉中学校卒業式より（３月13日）須釜中学校卒業式より（３月13日）

国民年金保険料は納期限までに納めましょう
　平成30年４月分から平成31年３月分まの国民年金保険料は、月額16,340円です。保険料は、日本年
金機構から送付される納付書により、金融機関、郵便局、コンビニエンスストアで納めることが出来ます。
また、クレジットカードやインターネット等を利用しての納付のほか、便利でお得な口座振替もあり
ます。
　日本年金機構では、国民年金保険料を納付期限までに納めていただけない方に対して、電話、文書、
訪問により早期に納めていただくよう案内を行っております。
　所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除または猶予される制度がありますので、
村住民課へご相談ください。
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付がな
い場合は、延滞金が課されるだけではなく、納付義務のある方（被保険者本人、連帯して納付する義務
を負う配偶者及び世帯主）の財産を差し押さえることがありますので、早めの納付をお願いします。

年
金

ふくしま駅伝出場選手（候補者）募集！

　村では、11月18日（日）に開催される「第
30回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふ
くしま駅伝）」に出場する「玉川村」チームの選
手を募集しています。
■応募資格
　中学生以上の村民の方はもちろん、
村内の中学校卒業者の方も可能です。
■募集期限　5月31日（木）
▶応募方法など詳しくは、村公民館
（☎５７－４６３２）へお問い合わせください。

山火事防止強化期間です！

　これからの季節は、行楽期を迎え入山者が増加
するだけでなく、降水量が少なく空気が乾燥し、
山火事が発生しやすくなります。
　・燃えやすいものの近くで焚き火をしない
　・火器の使用中はその場を離れず、完全に消火する
　・たばこのポイ捨てはしない など

３月16日(金) ～５月６日(日)は

“小さな火　大きな森を　破壊する”

　一人ひとりが火の取り扱いに十分注意し、限り
ある森林資源を守りましょう。

　村では、新エネルギーの活用を積極的に支援し、環境への負荷が少ない新エネルギーの普及促進及び
地球温暖化防止を図るため、太陽光発電システム導入の支援を行っています。

住宅用太陽光発電システム導入支援

　■補　助　額　公称最大出力１ｋwあたり2万円　※上限４ｋｗ（80,000円）
　■募集予定数量　40ｋｗ（申請の受付は、予定数量に達し次第終了となります。）
　■補助対象者　玉川村内に自ら居住している又は居住しようとする住宅に太陽光発

電システムを設置する方
　■そ　の　他　補助の対象となる住宅や太陽光発電システム等については、お問

い合わせください。
　▶問い合わせ先　村住民課　☎57-4624

、
。
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地区名 出生児氏名 保護者名

地区名 死　亡　者 世帯主名

4月１日現在の村のようす

川　辺 石　川　希
の

　音
ん

雅　隆
蒜　生 穂　積　武

たけ

　虎
とら

良　幸
小　高 高　原　明

あ す か

日香 要　輔

小　高 溝　井　幸　 幸 夫
竜　崎 佐　藤　ユ　イ 昇
　吉　 須　釜　勝　美 勝　則
山小屋 石　森　仲　夫 和　二
　〃　 松　山　德　一 克　則

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付
をいただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：3月受領分）
小　高 溝　井　幸　夫 様
竜　崎 小　林　智　和 様
　〃　 佐　藤　　昇　 様
　吉　 須　 　勝　則 様
山小屋 石　森　和　二 様
〃 松　山　克　則 様

世帯数 2 , 1 2 6 戸 （ － 10 戸）
人　口 6 , 6 6 2 人 （ － 51 人）
　男 3 , 3 2 3 人 （ － 28 人）
　女 3 , 3 3 9 人 （ － 23 人）

（前月比）

おくやみ申し上げます

寄付ありがとうございます

お誕生おめでとうございます （3月届出分）

（3月届出分）

　春の異動で、新しく玉川駐在所に吉田直也警部補
が着任しました。
　平巡査とともに、地域の安全・安心のためにご尽
力いただきます。どうぞよろしくお願いします。
■吉田警部補から一言
「この度の異動で玉川駐在所に着
任しました吉田直也です。
　同じ玉川村に住む住民として、
警察官として、事件・事故を一件
でも減らせるよう努力してまいり
ますのでよろしくお願いします。」
■趣味：釣り
■好きな食べ物：ラーメン

新しい駐在さんが着任
石川警察署玉川駐在所

　４月１日付けで、村交通教育
専門員に、石森和二さん（山小
屋）が委嘱されました。
　任期は３年間で、高齢者をは
じめ、児童生徒及び園児に対す
る交通安全指導など交通安全教
育活動などに従事されます。

交通教育専門員に石森和二さん

　広報たまかわ３月号５ページに掲載の「玉
川村スポーツ少年団 団員・指導者募集」にお
いて誤りがありました。正しくは次のとおり
です。
　ご迷惑をおかけしたことを深くお詫びし、
訂正させていただきます。

■訂正箇所
　須釜少年剣士団スポーツ少年団
【誤】練習日　毎週土曜日（午後８時 00分～）
　　　　　　　　　↓
【正】練習日　毎週土曜日（午前８時 00分～）

広報たまかわ３月号のお詫びと訂正

吉田直也 警部補

石森和二さん
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資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

●（休医）・・休日当番医　  　 ●（元）・・元気スポーツクラブ　 ●文体・・文化体育館　　　　●クラブ・・文化体育館クラブハウス　●保セ・・保健センター
●健た・・健康の駅たまかわ　●村グ・・村民グラウンド　　 ●就改・・就業改善センター　●村体・・村民体育館　　　　●体セ・・体育センター

●クックちゃん文庫休館日
●体育施設定期休場日

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫館内整理日

●体育施設定期休場日

●クックちゃん文庫休館日
●体育施設定期休場日

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日

●体育施設定期休場日

燃えるゴミ燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

◆玉川村虐待防
止センター専用
ダイヤル

☎080-5220-4623
※毎日24時間体制
で虐待にかかわ
る通報（連絡）や
相談を受け付け
ています。

●休日当番医の診療時
間は、午前8：30～午
後4：30までとなって
います。

※須賀川地区の在宅当
番医は、須賀川市保
健センター内の休日
夜間急病診療所で診
察しています。

　☎0248-76-2980
　須賀川市諏訪町67-1

 　防災行政無線で放送し
た内容が下記の電話番
号からお聞きいただけ
ます。

　※村ホームページには
放送内容が文字情報と
して掲載されています。

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

◆防災行政無線の
　放送内容の問い合わせ

☎０２４７－５７－２８１５
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固定資産税：第1期
軽自動車税：全　期

●いきいき教室
　　（11：00保セ）

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

●いきいき教室
　　（13：30保セ）

●（元）げんきUP教室
　　　 （13：30文体）

●（元）げんきUP教室
　　　 （13：30文体）

●（元）フラダンス教室
　　  　（9：30就改）

●（元）フラダンス教室
　　  　（9：30就改）
●（元）ランニングサークル
　　　　（18：30村グ）

●（元）ランニングサークル
　　　　（18：30村グ）

●（元）ランニングサークル
　　　　（18：30村グ）

●（元）ランニングサークル
　　　　（18：30村グ）

●（元）フットサル教室
　　　 　（19：00体セ）

●（元）フットサル教室
　　　 　（19：00体セ）

●（元）バドミントン
　　　　（19：00文体）

●（元）バドミントン
　　　　（19：00文体）

●（元）バドミントン
　　　　（19：00文体）

●（元）バドミントン
　　　　（19：00文体）

●（元）骨盤呼吸教室
　　　　（19：00文体）

●（元）骨盤呼吸教室
　　　　（19：00文体）

●すくすくクラブ
　　　　 　（10：30保セ）

●（元）きっずたいいく教室
　　　　 （15：30文体）

●（元）レクダンス教室
　　　 　（13：30文体）

●（元）レクダンス教室
　　　 　（13：30文体）

●（元）きっずたいいく教室
　　　　 （15：30文体）

●（元）きっずたいいく教室
　　　　 （15：30文体）

●3～ 4か月児健診
 （13：30公立岩瀬病院）

延長窓口（～ 19：00）

延長窓口（～ 19：00）

延長窓口（～ 19：00）

延長窓口（～ 19：00）

延長窓口（～ 19：00）
（休医）ひらた中央病院
　　　　  （平田村）

（休医）ひらた中央病院
　　　　  （平田村）

（休医）ひらた中央病院
　　　　  （平田村）

（休医）ひらた中央病院
　　　　  （平田村）

（休医）ひらた中央病院
　　　　  （平田村）

（休医）ひらた中央病院
　　　　  （平田村）

●(元)3Ｂたいそう教室
　　　　  （9:30文体）

●（元）プール教室
　  （13：30矢吹温水プール）

●（元）プール教室
　  （13：30矢吹温水プール）

●（元）ラージボール卓球
　　　　　（9：30文体）

●（元）ラージボール卓球
　　　　　（9：30文体）

●（元）ラージボール卓球
　　　　　（9：30文体）

●（元）トレーニング教室
　　　　 （19：00文体）

●（元）トレーニング教室
　　　　 （19：00文体）

●（元）スポーツサロン
　　　（13：00文体他）

●（元）施設愛護活動
　　　　 （6：00村グ）
●（元）スポーツサロン
　　　（13：00文体他）

●高齢者学級

（休医）味原医院
    　　　　（玉川村）

●2歳児歯科クリニック
　　　　（13：30保セ）
●4歳児歯科クリニック
　　　　（14：00保セ）

●玉川第一小学校運動会
●須釜小学校運動会

●県南中体連陸上競技大会

玉川村モバイルサイト

TAMAKAWA
MOBILE広報紙に掲載された写真が欲しい方は

　総務課広報広聴係（57－4621）まで
この広報紙は環境にやさしいインキと
再生紙を使用しております。 20
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